特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　11年11月10日　３８１号
京田辺市民文化祭　５～６日　　里山農園　農業塾　成果物の販売　農業塾の皆さんは、僅かの取り組み中にしたことはすごいことだ。よく育ちましたね。などと言った声が響き渡りました。少し小さめのホウレンソウでしたが、これが逆に評価を戴いて、各種織り交ぜて３０７束が完売できました。柿も大変不作で販売が可能かどうかと心配でしたが鹿背山の皆さんの協力が得られて少し販売が出来ました。
部会による展示物　何回もお知らせしましたが、部会による展示発表を初めて取り組みました。里山の会はこれだけ多くのサークルが活躍していること、幅の広い活動をしているのを知った。気に入るサークルがあるのでもう少し説明が詳しくあればいいのにと言った反響がありました。
防賀川植樹の樹種アンケート　４００人に近い皆さんからアンケートをいただきました。今回はサクラが第一位、第２位はイチョウでした。後日アンケート集約を発表しようと予定しています。
綿菓子販売　かなり前からこの綿菓子製造機がありましたが、砂糖をくもの糸状にする回転部分の狂いから高速回転が出来なく使用不能でした。小川さんが製造メーカーに問い合わせるなど苦労して修理復元していただきました。試運転では１００点満点の出来栄えで、子ども２～４人が一度に綿菓子をつくることが出来る強力な能力を持っていることがわかりました。当日は「自分でつくる綿菓子」をフレーズに、多くの子ども達に良い経験を提供できました。
黒豆味噌　完売　つるかごも完売　この二つの取り組みは里山の会のオリジナルな取組みとして長年引き継がれてきています。そして味噌も蔓かごも今年も完売となりました。黒豆味噌は福知山市夜久野町で約１年前に仕込んだもので、黒豆の皮を一粒一粒剥いて作り上げたもので、なかなか手にする機会がないといわれるものです。里山の会が文化祭で唯一販売するもので、味を知っている人は開店前に売り切れを心配してまとめ買いをされていました。
松かさツリーの子ども指導　毎年松かさツリー作りを開催していますが、常に100名近い子ども達が参加してくれています。松ポックリに小さな柱を付けて丸い台木に接着させ、松傘の開いた所に、京田辺市の木とされているナンキンハゼの実を拾い集め７色に着色したものを、接着剤で固定すると出来あがりです。早い人だと１０分間で完成させられます。地味な作業の繰り返しですが、短時間で目にみえて完成に向って進みます。そして少し疲れたころに世界でだた一つの作品が完成します。本当に楽しい時間です。人気が継続する里山の会の定番の取り組みとなっています。
里山農園・通路補修補強作業にすごい貢献　岡本さん　里山道の修復が進みましたが、路肩には土嚢だけの所もあって、力のかかるところなどでは早くも土嚢袋が破れたりして、通路の補修を始めなければならなくなってきました。岡本さんは１日のうち少しでも僅かな時間を見つけてコツコツと作業を継続して戴いています。ここを利用する人にとっては無くてはならない通路が確保できているのです。岡本のお話を聞きますと｢肩や腕が痛くなってきました、よる年には勝てないですね｣と気楽に話しておられました。それでも、とぎれることなくぼちぼちと作業を継続して戴いています。寒くなりますので、体に気を付けて頑張って下さいね。
木津川の堤防の草で堆肥作り作業　8日　約1ヶ月前にチップ化してもらった枯れ草を活用して堆肥を作る作業をしました。この日は午前中は3人、午後からは5人で作業をしました。小型のユンボを借りて、枯れ草の引出や収集のために使用しました。初めての運転ですので、複雑で微妙な操作が出来るところまではとても到達できず、一つ一つの操作のたびに確認をしながらですのでずいぶん気を使いました。ぎこちない運転操作でも機械を使用すると、人力ではとてもできない量の作業がはかどりました。堆肥づくりでのポイントは水分の含有量がとても大切です。この日は9時から5時過ぎまで暗中模索での作業でしたが、阿吽の呼吸が合ってうまく調子が上がって順調に進み出したころには、夕闇が迫っていました。残作業は順調な進展があれば3時間で終了できる見通しです。
近畿地方生物多様性地方座談会（4日大阪）　に出席しました。そこでは生物多様性の危機として3っつの状況が示されました。①は、人間活動や開発など、人が引き起こす負の要因による生物多様性への影響です。開発による生息・生育地の減少や環境の悪化、珍しい生きものの乱獲や盗掘が今も続いていること。②つは、第1の危機とは逆に、自然に対する人間の働きかけが減ることによる影響です。かつては、薪や炭、屋根葺きの材料などを得る場であった里山や草原が利用されなくなった結果、その環境に特有の生き物のが絶滅の危機に瀕しています。一方、シカ、イノシシなどが分布を拡大して農林業被害や生態系への影響が発生するなど、様々な問題を引き起こしています。③つは、外来種や化学物質などを人が持ち込むことによる生態系の攪乱です。国内の他の地域から持ち込まれたものも含め、ブラックバスやマングースなどの外来種は、元いた生き物を食べたり、生息・生育場所やエサを奪ったり、近縁種と交雑しています。又、化学物質の中には動植物への毒性を持つものがあり、生態系に影響を与えています。いかについては次号に掲載します。（パンフ「生物多様性国家戦略2010」から）　
セセラギ祭　12～13日　展示物で参加　アンケートのお手伝い募集　　　市民文化祭で快調に動きました綿菓子を模擬店で考えていましたが、先約があって重複するのでと断られました。従って展示発表での参加となります。里山の会の活動紹介を中心に予定しています。その中でも防賀川ワークショップを開催して植樹のための樹種決定ついてはアンケートで取り組んでいます。セセラギまつりでもアンケートを予定しています。できれば呼掛け説明にお手伝いが戴ければ大変ありがたいです。祭の会場のセセラギホールは木津川にも近く、又防賀川にも近く、水や田圃に親しみやすい地の利もあり、きっと貴重なアンケート集約が出来るものではないかと思います。
里山農園　農業塾　13日　13時より　集合場所：里山農園(水取)　次回(来春も含めて)の作付計画について相談させていただきます。放棄田の開墾をして、初めて種をまいて育った野菜は見事に大きく成長しました。いよいよ第二回目の作付計画を立てて、有効な土地利用を回転させなくてはなりません。いろいろ研究し試行錯誤を繰り返しながらの苦労の始まりです。できるだけ諸条件をしっかり計算に入れて練った企画となりますよう、皆さまのご意見をお聞きさせて下さい。タマネギなどの植付けですと畑を作るのと同時に苗の確保をいち早くしないと間に合わない事態も考えられます。作り上げた作物(商品)の販売方法についてもいろいろ知恵を出さなければなりません。また野菜栽培への初参加の皆さん大歓迎です。気軽にお越しください。
京都府立山城郷土資料館・特別展　木津川ものがたり　　～木津川が生み、育てた文化～　10月22日～12月11日
木津川ものがたり　～縁起絵巻の世界～　シンポ　ロビー展示と活動発表(木津川の自然と環境・・里山の会・河川レンジャー)
特別展では木津川にかかわる素晴らしい資料が冊子にまとめられています。歴史的な資料や絵巻物から詳しい解説が展示されています。シンポ(11月26日13時～16時)では、全国から多数参集されるとのこと、またホームページでも案内されて500人規模の会場が準備されています。私たち「里山の会によるロビー展示」では、木津川の植物に関する展示を行います。河川レンジャーでは魚や水流等に関する資料を張り出し、水質検査などの取組をポスターで紹介します。25日(金)午前9時集合で展示準備と張出作業を短時間(午前中)で完成させなければなりません。応援いただける方是非ともお越しください。広いフロアなので、パネルの運搬がかなりの量です。お手伝い頼みます。
野鳥観察会　20日　　9時～12時　久御山町役場付近　参加申し込み制0774-62-0078（Ｆ）　.30組まで受付
今回初めて木津川右岸久御山町で開催します。植田さんのレパートリーで豊かな鳥の種類が確認できとっておきの場所です。ぜひとも多くの皆さんのご参加をお待ちしています。一応申込制で30人先着で受付を予定しています。初参加者大歓迎です。　

木津川マラソン　参加過去最高の規模に合計5,847人（昨年は5391人、一昨年5535人）10日・・第1回実行委員会
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

